
 
 
 
 
 
 
 

 先⯡執り⾜われた本学会の役員㑅挙において、図

らずも➨ 10 期の会㛗に㑅出されました。まったく

予想していなかったことなので、たいへん当惑して

います。⚾にはⲴが勝ちすぎた大役でありますが、

ご㑅出いただいたことに感ㅰしつつ、3 年㛫務めさ

せていただきます。 

 ⚾はⓎ㊊当初からの会員ではないため、本学会の

タ❧の⤒⦋や当時の取り⤌みには不内です。⚾の

ように初期の≧ἣを▱らない⪅が学会の㐠営に㛵わ

るようになったことは、本学会の末広がりを⾲すも

のかもしれません。しかし、このあたりで学会のṔ

史を整⌮しておくことも大切かもしれません。 

 ここでは、この 10 年を振り㏉ると、本学会はḟの

テーマでㄢ㢟◊✲を推㐍してきました。 

 ➨ 7 期㸦2011〜2014 年㸧「ᵓ㐀改㠉下における⮬

体の教⫱政⟇をめぐる動向―教⫱ 政⟇◊✲のㄢ

㢟と方ἲをさぐる―」 

 ➨ 8 期㸦2014〜2017 年㸧「⮬体教⫱政⟇におけ

るᵓ㐀改㠉と教⫱ⓗ価値の実⌧」 

 ➨ 9 期㸦2017〜2020 年㸧「教⫱と⚟♴の⤫一ⓗ保

㞀をめぐる教⫱政⟇のㄢ㢟と展望」 

 それぞれの時期における教⫱と教⫱⾜政の実態を

ぢ据えつつ、それらを教⫱政⟇◊✲のどⅬから分析

しようとしてきたものだと思います。また、㏆年は、

子どもやⱝ⪅の学びと暮らしを⥲体としてとらえる

どⅬがより㩭明に打ち出されていると思います。ㄢ

㢟◊✲だけでなく、会員の個人◊✲もまた、それぞ

れのどⅬから教⫱政⟇にかかわる⌮ㄽⓗ・実㊶ⓗㄢ

㢟に応えようとする意ḧにあふれていると思います。 

 ⚾⮬㌟は、教⫱政⟇は、公ᶒ力を⊂占ⓗに⾜使す

る❧場にある国家㸦差し当たっては国及び地方公共

団体㸧が、公ᶒ力⾜使の一⎔として公教⫱を⤌⧊・

⟶⌮する㐣⛬で⦅成する、教⫱⌮念、教⫱制度の⦅

成、教⫱⾜政の方㔪、そしてこれらを≀㉁ⓗに付

ける教⫱㈈政のᵓ㐀体であると⪃えてきました。こ

の意味で、ある教⫱政⟇をㄽじるときは、それを⦅

成し㐙⾜する国家をㄽじないわけにはいかないと⪃

えています。同時に、⚾は、子ども・ⱝ⪅の⌧実に

╔┠し、その⏕に寄りῧわないかぎり、教⫱政⟇を

批判ⓗに分析する㍈をぢ失ってしまうと信じていま

す。 

 昨年末から新型コロナウイルス感染が全世⏺ⓗ

つᶍで広がり、日本では全国一斉・一律の休ᴗ措⨨

が政⟇ⓗに㑅択されました。そして、休ᴗが⥆くな

かで、子ども・ⱝ⪅の⏕命・健康と学びの保㞀が㗦

く問われました。この大きなㄢ㢟にどういった教⫱

政⟇で応⟅するのか、日本の国家の本㉁も問われて

いると思います。そして、何より、教⫱政⟇◊✲⪅

である⚾たちもまた、この問いに⟅えることがồめ

られていると思います。 

 新型コロナウイルス感染とそれに対する政⟇が

もたらすㅖ問㢟の当事⪅として、いまを主体ⓗに⏕

きる、その一⎔として教⫱政⟇◊✲を位⨨づけてい

きたいものです。  㸦中嶋哲彦・愛▱工ᴗ大学㸧 
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大会報告  

○日本教⫱政⟇学会➨ 27 回大会報告  

 今年度の➨ 27 回大会㸦東京㒔❧大学㸧は、

分散㛤催という形をとって㛤催することにな

りました。オンラインを利⏝した大会の分散

㛤催は、はじめてのヨみでありヨ⾜㘒ㄗの㐃

⥆ではありましたが、さまざまな方からのご

⌮ゎとご協力を得ることにより、何とか⮬⏤

◊✲Ⓨ⾲プログラムまでを⤊えることができ

ました。  

 

 

 

 

㸦会場ᰯ・東京㒔❧大学㸧  

2020 年 7 月 4 日㸦土㸧には、会場担当ᰯとし

て全国⌮事会、年報⦅㞟委員会のオンライン会

㆟場をタ定すると同時に、 7 月 5 日㸦日㸧には

⮬⏤◊✲Ⓨ⾲プログラムをオンラインで実施

することができました㸦⥲会はメール審㆟とな

りました㸧。 

 2020 年 7 月 5 日㸦日㸧に、午前から午後にか

けて 3 㒊ᵓ成で実施されたオンライン⾃⏤◊✲

Ⓨ⾲プログラムには、個人◊✲Ⓨ⾲ 8 件、共同

◊✲Ⓨ⾲ 2 件のⓎ⾲がおこなわれました。そし

て、このプログラムにはⓎ⾲⪅も含めて合ィ 63

名もの参加⏦㎸⪅がありました。当日はオンラ

インならではの◊✲ㄽ㆟が一定⛬度実⌧でき

たように、会場担当ᰯとしては感じているとこ

ろです。 

 なお、今回の大会で予定されていた、ㄢ㢟◊

✲「教⫱と⚟♴の⤫一ⓗ保㞀をめぐる教⫱政⟇  

のㄢ㢟と展望」、およびシンポジウム「学ᰯ⮬  

 

 

 

と教⫱スタンダード」については、今年度内に

何らかの形で分散㛤催する予定です。ヲ⣽がか

たまりḟ➨、会員のみなさまにはメールニュー

スや HP などにてお▱らせいたします㸦シンポ

ジウムは、下グの㏻り、 11 月 15 日㸦日㸧にオ

ンライン㛤催することがỴまりました㸧。東京

㒔❧大学を会場にして大会が㛤催されること

もあり、7 月 3 日㸦㔠㸧夜に‽備していたプレ

企⏬「大学の⮬について⪃える」は、中Ṇと

させていただきます。 

 最後になってしまいましたが、みなさまから

の協力がなければ⮬⏤◊✲Ⓨ⾲プログラムを

実⌧することはできませんでした。この場をお

借りして、あらためて感ㅰ⏦し上げます。ㄢ㢟

◊✲とシンポジウムの企⏬につきましても、引

き⥆きご協力をお㢪いいたします。㸦➨ 27 回大

会実⾜委員会 Ⲩ井文昭・松下丈宏・山ἑ智ᶞ㸧 

 

 

 

ଐஜ教Ꮛ政ሊ学会 ᇹ 27回大会報告 

┠ḟ  

 

中嶋新会㛗のご挨拶      1   年報投✏原✏の募㞟       9 

➨ 27 回大会報告       2-5   事務局㛗からひとゝ        9 

⥲会報告          5-8   事務局からのご㐃⤡       10 
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⮬⏤◊✲Ⓨ⾲ 

【➨一㒊】 

 ➨一㒊では、以下のⓎ⾲が⾜われた。①伊井

┤ẚ呂㸦大㜰府❧大学㸧「学ᰯ教⫱制度における

『再方向性』と『教⫱の㉁』の捉え方―ESD お

よび SDGs の国㝿┠ᶆより」、②❧⏣㡰一㸦ᶓ

市❧⥳園す小学ᰯ ᰯ㛗㸧「ᶓ市における分ᶒ

型教⫱⾜政の成果とㄢ㢟―市内㸲方㠃にタ⨨

した学ᰯ教⫱事務所のᶵ⬟を中心に」、③佐久

㛫㑥友㸦日本大学㸧・⏣中┿⚽㸦大㜰教⫱大学㸧

「危ᶵ⟶⌮を意㆑した学ᰯ教⫱制度の問い┤

し―新型コロナウイルス対応によるㄢ㢟と展

望」。 

 伊井会員によるⓎ⾲は、㏆年、国内外におい

てὀ┠されている ESD/SDGs への取り⤌みに㛵

して、国㐃⥲会で採択された GAP㸦グローバル・

アクション・プログラム㸧および ESD for 2030

に╔┠しつつ、そこでồめられているのが、何

より既存の教⫱システムの᰿本ⓗな「再方向づ

け」であり、その内実は、♫会ⓗな多数ὴ㸦強

⪅㸧だけではなく、♫会ⓗ弱⪅や⬤弱な人々、

Ḟ乏を抱えた人々をエンパワーすることがで

きるようにするという方向への、「教⫱の㉁ⓗ

㌿換」であることを明らかにするものであった。 

 ❧⏣会員によるⓎ⾲は、この 10 年あまり取

り⤌まれてきたᶓ市における教⫱⾜政改㠉

の成果とㄢ㢟のゎ明に、新タした学ᰯ教⫱事務

所のᶵ⬟に↔Ⅼを当てつつ、既存のアンケート

ㄪ査の分析と、新たに実施したインタビューㄪ

査に基づいて㏕るものであった。⪃察の⤖果、

学ᰯ教⫱事務所のタ⨨により、㌟㏆で、きめ⣽

かな支援が可⬟となった反㠃、それが学ᰯの⮬

主性・⮬律性を損ねるものにならないために、

学ᰯ側からのボトムアップ型企⏬の実施➼を

工夫しているⅬなどが明らかにされた。㉁で

は、「いじめの㔜大事態」以㝆にồめられがちに

なった「介入」をどう⪃えるべきか、改㠉全体

は「分ᶒ化」と捉えるべきか、それとも「分散 

化」なのかといったㄽⅬも提出された。 

 佐久㛫・⏣中会員による報告は、新型コロナ

にくわれた今日の学ᰯの「危ᶵ」対応を、コロ

ナ以前における学ᰯの危ᶵ⟶⌮のㅖ㢮型をも

㋃まえつつ、①政府・⮬体の対応、②オンラ

イン授ᴗの導入、③式典・⾜事のぢ┤し、④㒊

ά動への影㡪、⑤㸷月入学、⑥入ヨのぢ┤し、

といったㅖ┦に整⌮したうえで、危ᶵの┿┦に 

◇ㄢ㢟◊✲「教⫱と⚟♴の⤫一ⓗ保㞀をめぐる教⫱政⟇のㄢ㢟と展望」  

  12 月初旬の土日を候⿵に㛤催日⛬を最⤊ㄪ整中。ヲ⣽がỴまりましたら、メールニュ

ース・学会ホームページでお▱らせいたします。  

 

◇オンライン・シンポジウム「学ᰯ⮬と教⫱スタンダード」  

㛤催日㸸      2020 年 11 月 15 日㸦日㸧 

報告㸸マーティン・スラップ㸦Prof. Martin Thrupp, University of Waikato, NZ㸧 

ニュージーランドにおける㏆年の教⫱改㠉―改㠉はẸ営化にどう対応するのか㸽 

指定Ⓨゝ⪅㸸    勝㔝ṇ❶㸦東京大学㸧 

  ▼井拓児㸦名古屋大学㸧 

コーディネーター㸸 Ⲩ井文昭㸦東京㒔❧大学㸧 

※ ἉὅἯἊỸἲの参加手続きや開始時間等は、決まり次第、ἳὊἽἝἷὊἋὉ学会ἭὊἲἬὊἊ

でお知らせいたします。 
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㏕ろうとするものであった。㉁を㏻して、今

回の事態が、教⫱保㞀のあり方㸦教⫱ㄢ⛬、ᶒ

㝈㛵係、体制づくり➼㸧をめぐって、日本の♫

会制度・学ᰯ制度を᰿本から問い┤すものであ

ることが☜ㄆされた。 

㸦児⨾川孝一㑻・ἲ政大学㸧 

【➨二㒊】 

 ➨二㒊は 30 名㹼34 名の参加があり、①佐㔝

┿⌮子会員㸦大㜰府❧大学㝔⏕㸧による「外国

⡠児の教⫱㜼害と日本における国㝿ⓗ人ᶒㄢ

㢟」、②Ọ井ᰤ俊会員㸦東京㧗◊・❧ṇ大学㠀常

勤ㅮ師㸧による「オリンピック・パラリンピッ

ク教⫱を᳨ドする」、③松原信⥅会員㸦ΎἨ女学

㝔大学㸧・㛫宮㟼㤶会員㸦愛▱┴弁ㆤ士会㸧・伊

⸨健会員㸦東ᾏ学園大学㸧による「わが国に

おけるスクールロイヤー㸦制度㸧の⌧≧とㄢ㢟」

のィ㸱件の報告が⾜われた。 

 佐㔝会員からは外国人の受け入れ増加に伴

い、外国⡠の子どもが増加し、公教⫱からの放

⨨による不就学が数多く⏕じていることが取

り上げられた。日本のㅖἲ令には在␃する外国

⡠の人のᶒ利保㞀のᴫ念が⤌み㎸まれておら

ず、その子どもの教⫱を受ける教⫱に㛵わるἲ

令も同じである。その大きなせ因の一つとして、

外国⡠の子どもの指導せ㘓と学㱋⡙について

のἲⓗ不備が挙げられ、そのㄢ㢟が指摘された。 

 Ọ井会員からは東京で展㛤されているオリ

ンピック・パラリンピック教⫱の実施≧ἣとそ

の問㢟Ⅼが指摘された。「『東京㒔オリパラ教⫱』

実施指㔪」などでは「日本人としての⮬ぬと  

り」が強ㄪされ、オリンピック憲❶と㱈㱒を来

している。文化プログラムでも、国の伝⤫文化

だけでなく、≉に先住Ẹの文化も取り上げられ

るべきであるにもかかわらず、アイヌなどの多

ᵝな文化が取り上げられていないⅬで問㢟を

抱えている。 

 松原・㛫宮・伊⸨会員からは、⮬体、学ᰯ、

スクールロイヤーに対するアンケートㄪ査の  

 

⤖果から、㹑㹊の役割として当事⪅と会う役割

を持っていないところが多いのに対して、学ᰯ

側はその役割をồめており、㱈㱒がぢられた。

㹑㹊は学ᰯに対して、こじれる前にもっと早く

┦ㄯすることをồめているが、教⫱委員会➼を

⤒⏤して㹑㹊への┦ㄯが⾜われており、⣮争化

しなければ┦ㄯに⮳っていない。また、㹑㹊の

整備が㐍むことによって、学ᰯが㐣度にἲⓗ⣮

争の場となる危㝤性も指摘されているが、㹑㹊

が、子どものᶒ利の保㞀、最善の利┈を図るこ

とによって、㛢㙐ⓗ・抑圧ⓗな学ᰯ文化を変え、

専㛛ⓗな助ゝに基づく対ヰによって、保ㆤ⪅や

住Ẹ、子どもと学ᰯとの信㢗㛵係を形成してい

く、協働ⓗな学ᰯづくりに㈉⊩することがồめ

られる。㉁ではこのⅬが多く取り上げられた。 

㸦佐⸨修司・⛅⏣大学㸧  

【➨三㒊】 

 ➨三㒊では、①ᶲ孝昌㸦東京大学㝔⏕㸧「『教

⫱◊✲ㄪ査⾜政』◊✲の⌮ㄽⓗ意⩏とㄢ㢟」、②

山本⏤⨾㸦和光大学㸧「シカゴ市における教員⤌

合と地域の共同を⫼景とする『持⥆可⬟なコミ

ュニテイ・スクール㸦 Sustainable Community 

School㸧』」、③光本㸦北ᾏ㐨大学㸧「中教審 46

⟅⏦批判と㧗➼教⫱政⟇◊✲」、➃㟷木⣧一㸦日

本女子体⫱大学㸧・前原健二㸦東京学ⱁ大学㸧・

ᵽ口修㈨㸦明星大学㸧「教⫋キャリアの多ᵝ化を

ぢ据えた『中㏵入⫋教員』ά⏝に㛵する教⫱⾜

政施⟇の◊✲  㸫これまでのインタビューㄪ

査からその≉徴やㄽⅬを探る㸫㸦➨㸰報㸧」の 4

報告が⾜われた。 

 ᶲ会員による報告は、EBPM㸦Evidence-based 

Policy Making㸧のせㄳがある一方「教⫱◊✲ㄪ

査⾜政」の◊✲が手ⷧであることから、その➃

⥴として旧文㒊┬にㄪ査局の廃Ṇせ因、≉に制

度ⓗ制⣙に㏕るものだった。㉁では当時の宗

像ㄔ也の主張との㛵係から「当時の文㒊┬ㄪ査

局の⌮念とあり方から⌧代の EBPM を問い㏉し

たらどうか」➼」数の㉁問、意ぢが出された。 
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 山本会員の報告は、⡿国シカゴ市における

「持⥆可⬟なコミュニティ・スクール (SCS)」の

⫼景となったシカゴ教員⤌合における㐠動の

㐣⛬を中心ⓗに明らかにするものであった。㉁

では他に⏕徒参加の学ᰯづくりの可⬟性➼

が出され、山本会員からはシカゴ教員⤌合が保

ㆤ⪅や住Ẹらと学⩦会を㏻じ学ᰯ⮬の基┙

を⠏いてきたことについて改めてㄝ明がされ

た。 

 光本会員の報告は、今日の≧ἣがかつての

「46 ⟅⏦」の⌧実化ではないかとの問いから、

1971 年当時の⟅⏦に♧された思想のポイント 

 

 

を探り、今後の大学改㠉と㧗➼教⫱政⟇◊✲の

ㄢ㢟にゐれるものであった。㉁では 46 ⟅⏦

の多ᵝな捉えやホ価に㛵わる㉁問がなされた

他、46 ⟅⏦の㏻史ⓗホ価と⌧代と⤖ぶための 46

⟅⏦以後の政⟇◊✲の必せ性が共有されたと

ころである。 

 㟷木会員からは、主にẸ㛫を⤒㦂した中㏵入

⫋教員へのインタビューㄪ査の⤒㐣報告が⾜

われ、いくつかのアドバンテージが⤂介された。

㉁では「Ẹ㛫」という枠⤌みの曖昧さに対す

る指摘や、学ᰯがẸ㛫⤒㦂のある教員をどう捉

えているかを▱る必せ性➼が㆟ㄽされた。  

 㸦⠛原岳司・北ᾏ㐨大学㸧

 

⥲会報告 

東京㒔❧大学 南大ἑキャンパス 

2020/7/4㸦土㸧14㸸00㹼7/14㸦ⅆ㸧14㸸00 

メール審㆟ 

 報告事㡯  

 

㸯㸬2019 年度の学会のά動および会務報告 

○会員の⌧ἣ 

・会員数 227 人 うち大学㝔⏕ 40 人㸦2020 年 3 月 31 日⌧在㸧 

・2019 年度新入会員 11 人 うち大学㝔⏕ 8 人 

・㏥会⪅ 1 人 㛗期会㈝未⣡による㝖⡠ 3 人 

     ※⌮事会・常任⌮事会の㛤催および寄㉗図書は、ニューズレター各号に掲㍕  

㸰㸬➨ 10 期会㛗と⌮事㑅挙 㸦※お名前のグ㍕は五十㡢㡰㸧 

㑅挙⟶⌮委員㸸 㟷木⣧一㸦委員㛗㸧 中川Ⓩ志⏨  㝆旗┤子 

  㑅挙⤖果㸦2020 年㸳月 16 日㸧㸸 

会  㛗㸸          中嶋哲彦 

全国⌮事㸸          ㈆広斎子  佐⸨修司  広井多㭯子  ᶓ井敏㑻 

   地方⌮事㸸㸦北ᾏ㐨東北㸧     姉崎ὒ一  ⠛原岳司 

        㸦㛵東㸧       㟷木⣧一  Ⲩ井文昭  ⶶ原Ύ人   児⨾川孝一㑻 

  仲⏣康一  広℩⿱子  前原健二   村上♸介 

        㸦⏥信東ᾏ北㝣㸧   坪井⏤実  Ṋ⪅一弘 

        㸦㏆␥㸧       尾崎公子  押⏣㈗久 

        㸦中国四国九州Ἀ⦖㸧 岡本 徹  ⸨⃝健一 
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㸱㸬日本教⫱政⟇学会年報の⦅㞟とⓎ⾜ 

○年報➨ 27 号の刊⾜ ≉㞟㸸学ᰯ制度の⮫⏺をぢᴟめる 

㸲㸬◊✲ά動 

○➨ 9 期ㄢ㢟◊✲プロジェクト㸦 2017㹼2019 年度㸧 担当⌮事㸸勝㔝ṇ❶、中嶋哲彦 

    テーマ㸸教⫱と⚟♴の⤫一ⓗ保㞀をめぐる教⫱政⟇のㄢ㢟と展望  

・➨ 26 回大会ㄢ㢟◊✲ 2019 年 7 月 7 日㸦日㸧 13㸸00〜16:00 ⛅⏣大学 

・公㛤◊✲会      2020 年 2 月 23 日㸦土㸧 13㸸00〜16:00 専修大学⚄⏣キャンパス  

㸳㸬教⫱㛵㐃学会㐃⤡協㆟会への加┕  

㸴㸬情報のⓎ信と会員の交ὶ 

・ニューズレターのⓎ⾜  

・メールニュース 

 

 審㆟事㡯  

 

㸯㸬➨ 10 期役員体制 㸦※お名前のグ㍕は五十㡢㡰㸧 

会  㛗㸸        中嶋哲彦 

  常任⌮事㸸㸦全国区㑅出㸧 ㈆広斎子   佐⸨修司   広井多㭯子   ᶓ井敏㑻 

㸦地方区㑅出㸧 Ⲩ井文昭   尾崎公子   広℩⿱子 

┘  査㸸        ᴮ 景子   ⴱす⪔介 

事務局 㸸㸦事務局㛗㸧  Ṋ⪅一弘 

     㸦事務局幹事㸧 ▼井拓児   川口ὒ   ㇂口 ⪽ 

     㸦事務局書グ㸧 服㒊壮一㑻  広川⏤子   松⏣㤶南 

㸰㸬年報⦅㞟委員会 㸦※お名前のグ㍕は五十㡢㡰㸧 

  委員㛗 㸸   佐⸨修司 

  副委員㛗㸸   尾崎公子 

  委  員㸸   㜿内春⏕   ụ⏣⪃司   ᱵ⃝ 収   押⏣㈗久   柴⏣⪽史 

ⓑ川優   仲⏣康一   日Ọ㱟彦   柳林信彦 

  ⦅㞟幹事㸸   中村恵佑 

㸱㸬2019 年度の会ィỴ⟬および会ィ┘査  【㸵㡫 ⾲参↷】 

㸲㸬2020 年度の学会ά動ィ⏬ 

・教⫱政⟇に㛵する◊✲ά動の推㐍 

・会員への情報提供、会員同士の交ὶの促㐍  

・他の学会➼との◊✲交ὶ 

㸳㸬2020 年度の会ィ予⟬ 【㸶㡫 ⾲参↷】 

㸴㸬2021 年度➨ 28 回大会の㛤催ᰯ 

・㟼岡大学㸦ᱵ⃝収大会実⾜委員㛗㸧にて㛤催予定。日⛬はㄪ整中㸦例年は 7 月初旬㸧 
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○2019 年度の収入 

 

○2019 年度の支出 
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○2020年度の会ィ予⟬〔収入〕 

 

 

○2020年度の会ィ予⟬〔支出〕 
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年報➨ 28号の投✏原✏(投✏ㄽ文、◊✲ノート)を以下

のせ㡿で募㞟いたします。多くの会員からの⏦し㎸みを

お待ちしています。 

 

【⏦し㎸み期㝈】 

2020年 9月 30日㸦必╔㸧 

 

【⏦し㎸み方ἲ】 

Ặ名、所属、住所、㟁ヰ、ファックス、Eメールアドレ

ス、投✏ㄽ文または◊✲ノートの別、ㄽ✏㢟┠を明グし

て、「日本教⫱政⟇学会年報⦅㞟委員会」宛にメールで⏦

し㎸んで下さい。メールのタイトル(件名)は、「年報➨ 28

号投✏希望」として下さい。 

 

【㏦り先 eメールアドレス】 

下グの㸰カ所にお㏦りください。 

○ssato※gipc.akita-u.ac.jp ←※を㸾に変えて下さい。 

○jasepbulletin※gmail.com ←※を㸾に変えて下さい。 

 

⏦㎸⪅に対しては、数日中にメールで⏦し㎸み☜ㄆの㏉

信をします。受付☜ㄆメールが届かない場合にはご一報

下さい。 

なお㒑㏦での⏦し㎸みをご希望の方は、右グ原✏㏦付 

 

 

 

先に⏦し㎸んで下さい。また、受㡿の㏉信が必せな方は、

宛先を明グした㏉信⏝のはがきを同封して下さい。 

 

【原✏⥾め切り】 

投✏ㄽ文、◊✲ノートの原✏⥾め切り 

2020年 11月 30日㸦必╔㸧 

 

必せ書㢮一式㸦「投✏・執➹せ㡿」参↷㸧を同封のうえ、 

下グ宛に㒑㏦でお㏦りいただくとともに、左グの 2カ所

にメールのῧ付ファイル㸦PDF形式㸧でもお㏦り下さい。 

 

㸺㏦付先㸼 

〒010-8502 ⛅⏣市手形学園⏫ 1␒ 1号 

⛅⏣大学教⫱文化学㒊 

佐⸨修司◊✲室 Ẽ付 

日本教⫱政⟇学会年報⦅㞟委員会 

 

【投✏・執➹せ㡿】 

投✏にあたっては、「投✏・執➹せ㡿」を⇍ㄞされるよ

うお㢪いいたします。 

投✏・執➹せ㡿は webサイトからも、ごぴいただけま

す。ὀ意して掲㍕しておりますが、念のため必ず最新の

年報所㍕のもので☜ㄆして下さい。 

 

 

 

7 月 14 日の⥲会の成❧をもちまして、➨ 10

期事務局㛗に㑅出されました、Ṋ⪅一弘です。

どうぞよろしくお㢪いいたします。 

本学会事務局が東京を㞳れるのは初めてで

す。本学会のⓎ展・成⇍と捉えたいと思ってい

ます。とはいえ、⤒㦂➼の✚がなく、戸惑う

ことも多くあります。また⚾は、初めて㛵東・

㛵す地区以外で大会が㛤催された、2001 年の➨

8 回大会㸦南山大学㸧で、本学会会員となりま

した㸦大会‽備㐠営の実働せ員として、呼ばれ 

 

ました㸧。⚾は本学会には、いわば㏵中参加であ

り、マイノリティに㌟をおく会員です。 

⚾の⤒㦂や▱㆑の不㊊する㒊分は、先㍮ㅖẶ

や会員ㅖẶのお力をお借りしながら⫋務を全

うし、しっかりと中嶋会㛗を支えて参りたいと

思っております。また、地方ならではのどⅬを

大事に、今日ⓗㄢ㢟㸦例えば、「コロナ⚝でも╔

実に㐍⾜する『学びの改㠉』による新たな国Ẹ

⤫と⮬己㈐任の✲明」など㸧に、✚ᴟⓗに取

り⤌んでいきたいと⪃えています。㸦Ṋ⪅一弘㸧 

年報第 28号投稿原稿ỉ募ᨼ 

新事務局㛗からひとゝ 
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事務局からのご㐃⤡ 

○2020 年度までの年会㈝の⣡入をお㢪いします 

一⯡会員 8000 円 学⏕㝔⏕会員 5000 円 

〔㒑便振替口座グ号␒号〕 

㸮㸮㸯㸴㸮㸫㸰㸫㸴㸱㸮㸳㸷㸴  

加入⪅名㸸日本教⫱政⟇学会 

〔ゆうちょ㖟⾜口座〕 

〇一九店 当座㸮㸴㸱㸮㸳㸷㸴 

 

※なお、所属大学・ᶵ㛵の実務室を㏻して振り㎸    

む場合、振㎸人㸦会員名㸧が⾲れるように振㎸   

⚊にグ入することを徹底するか、あるいは振㎸ 

んだことを jasep10th@gmail.com 宛にご㐃⤡下 

さい㸦振㎸⚊には所属大学・ᶵ㛵名しかグされ 

ず、会員名がグされていないことがあります㸧。 

どうぞ、よろしくお㢪いいたします。 

 

○「会員企⏬◊✲会」にご応募ください 

会員が企⏬する◊✲会に 1 件 2 万円まで⿵助を    

します㸦㈨料の作成代、会場使⏝料、㛤催㏻▱の  

作成➼㸧。希望される方は、学会 web サイトにある 

⏦ㄳ書にグ入し、学会事務局にメールで⏦ㄳして 

下さい。 

助成を受けた場合は、◊✲会を学会会員に対し  

公㛤し、◊✲会㛤催後、そのᴫせを事務局に報告 

して下さい㸦学会 web サイト、ニューズレターに 

掲㍕㸧。 

 

○新入会員㸦2020 年 4 月㹼8 月 50 㡢㡰㸧 

   

 

○メールアドレスと住所のⓏ㘓・変更 

住所や所属、メールアドレスが変更になった場 

合は㸪学会 web サイトに掲㍕されているフォーム 

により、必ず事務局までご㐃⤡下さい。 

 

〇図書をご寄㉗いただきました 

下グの図書のご寄㉗、ありがとうございました。 

・Ἑ上婦志子・佐⸨智⨾・㔝崎友ⰼ『女性教員が   

ぢた「教⫱改㠉」㸫大㜰と大分の中学ᰯで㸫』  

㸦2020 年 3 月 31 日Ⓨ⾜㸧 

 

○本学会への寄㉗図書の㏦り先 

寄㉗していただいたⴭ書➼は学会 web サイトに 

掲㍕しています。 

寄㉗していただく場合は、事務局ではなく、年 

報⦅㞟委員会にお㏦りください。 

〔㏦付先〕 

〒010-8502 ⛅⏣市手形学園⏫ 1 ␒ 1 号 

⛅⏣大学教⫱文化学㒊 

佐⸨修司◊✲室 Ẽ付 

日本教⫱政⟇学会年報⦅㞟委員会 

 

○事務局㐃⤡先の⛣㌿ 

7 月 14 日から本学会事務局が⛣㌿しました。 

新しい事務局㐃⤡先は、下グの㏻りです。 

〒487-8501 愛▱┴春日井市松本⏫ 1200 

中㒊大学人㛫力創成⥲合教⫱センター 

Ṋ⪅◊✲室 Ẽ付 事務局㛗 Ṋ⪅一弘 

Email㸸jasep10th@gmail.com 

学会 webサイト http://jasep-web.jpn.org/wp/ 

 

⦅㞟後グ 

 7 月の大会・総会前から、⦅㞟作業に取り掛かり
ましたニューズレター2020 年秋冬号が、無事に刊⾜
できました。次号㸻2021 年春夏号の刊⾜時にはコロ
ナ禍が沈㟼化し、会員のみなさんと、2021 年㟼岡大
学大会で、お会いできることを㢪っています。  


